
ゾンデの上昇速度について

する事を裏付けるものは，受信空中線の高度角の変化で

ある．第5図（イ），（・）は，前節で述べた方法により

計算した平均上昇速度と，受信空中線の高度角を対比さ

せたもので，前者のピーク点と，後者のキンク点がよく

一致している事が判る．

　次に，この現象の規模を見るため，全国高層観測官署

より3月1日より10日までの資料を頂いて調べた所，こ

の期間中この様な現象は，仙台で1日21時～2日09時，

5日09時～7日09時，10日09時に見られ，秋田でも5日

21時～7日09時，9日09時に見られたが，他の官署では

それ程目立った現象は見られず，現象その物は相当局所

的なものと考えられるが，原因については結論を得てい

ない．尚，一般に高温域の下では，上昇速度は遅くな

り，上では速くなっていたが，いくつかの例外もあり断

定は出来なかった．

　4．むすび

　ゾンデ2個の同時観測及びエコー方式により得られた

資料及び，仙台，秋田で観測された資料より，ゾンデ上

昇速度の変化は実在するものであると考えられるが，そ
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の原因は解明出来ず，今後更に調査を進める必要があ

る．

　終りに，貴重な資料を頂いた全国高層観測官署の方

々，並びに，色々と御指導して下さった乳井課長に厚く

御礼申し上げます．
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夏期月例会お知らせ
（気象学史と気象教育）

1．期日：8月27日（火）

2．会　場：気象庁第3会議室（予定）

　講演申込みは6月末日まで気象庁図書課舘英男宛申込まれたし．なお今回は，

てr岡田以前の気象学，気象事業」が予定されています．

シンポジウムのテーマとし

1971年5月 29


